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月号

近年、地域活性化や地域課題解決の担い手として、企業への注

目が高まるなかで、「企業の社会貢献」に対する期待が高まってき

ています。「企業のもつスキルを活かしたボランティア」、「ボランテ

ィアセンターと企業との連携」、共同商品開発や環境保全活動等の

「企業の地域への溶け込み」など、企業あるいはそこに勤める人が 

【問い合わせ先】 

・社会福祉法人 島根県社会福祉協議会 TEL：0852-32-5955 

・（公財）ふるさと島根定住財団       TEL：0852-28-0690 

・島根県環境生活部 環境生活総務課 ＮＰＯ活動推進室  

TEL：0852-22-6099 

■プログラム 

【第１部】  13：30 開会 

13：40 基調講演 「社会デザイン学への招待～企業のイノベーションと社会貢献に向けて」 

              中村 陽一氏（立教大学大学院 21 世紀社会デザイン研究科委員長・教授） 
 

【第２部】  15：20 パネルディスカッション 「地域とつながる企業ボランティア」 

                パネリスト  白川 和子氏（特定非営利活動法人てごねっと石見） 

                           目次 宗生氏（企業ボランティア松江ネットワーク会議） 

                           廣國 勝利氏（株式会社ヒロクニ建設） 

                アドバイザー 中村 陽一氏（立教大学大学院21世紀社会デザイン研究科委員長・教授）

                コーディネーター 毎熊 浩一氏（島根大学法文学部准教授） 
  
【第３部】  16：50 意見交換会（希望者のみ） 

●県民活動応援サイト「島根いきいき広場」  

http://www.shimane-ikiiki.jp/ 

お申込み等の詳細は
こちらから 

活躍する場は広がりを見せています。 

本フォーラムは、企業の社会（地域）貢

献活動のあり方を考え、その認識を深め

ることを目的として開催します。 



※アイコンの説明 

日にち  時間  場所  定員  費用  主催  期日  助成金額  対象  問合せ先 

 

 

 

 

 

 

 

（一財）セブン‐イレブン記念財団  

２０１５年度 公募助成 

１１／１（土）～１２／１５（月） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１５年度 ＪＴ ＮＰＯ助成事業

～地域コニュニティの再生と 

活性化にむけて～ 

～１１／２０（木） 

 

 
 
 

第１０回 日本たまごかけごはん

シンポジウム 

１０／２６（日）１０：００～１６：００ 
 
地域再生セミナー 

「人口減少社会における地域づくり」 

１１／４（火）１３：３０～１６：３０ 

（受付１２：３０～） 
 
うえだぼんたの みち草げきじょう 

たまごにいちゃん  

１１／１５（土）１１：００～ 

         （開場１０：４０～） 

 

環境活動を対象とした助成です。 

【活動助成】環境市民活動に必要な経費を支援 

 ＮＰＯ法人、一般社団法人、任意団体（環境をテーマにしていること） 

 ＮＰＯ法人・一般社団法人：１団体あたり上限２００万円/年 

 任意団体：１団体あたり上限５０万円/年 

【自立事業助成】助成期間内に、事務所家賃・人件費などの経費を安定

的に確保できる自主事業を構築・確立し、自立した活動ができる環境ＮＰＯ

を目指す団体を支援 

「環境の保全を図る活動」が活動分野として認証され、かつ、法人と

して３年以上の活動実績があるＮＰＯ法人 

１団体あたり上限４００万円/年×原則３年継続 

【清掃助成】ごみのない環境をつくる活動を支援 

 年間を通じて定期的に清掃活動を行っている環境市民団体 

 １団体あたり上限２０万円/年 

【緑化植花助成】緑と花咲く街並みをつくる活動を支援 

 会員名簿や年度毎の収支報告などがあり、継続的・組織的に活動をおこ

なっている環境市民団体  １団体あたり上限４０万円/年 

（一財）セブン‐イレブン記念財団 

Tel：０３-６２３８-３８７２ http://www.7midori.org/ 
地域コニュニティの再生と活性化につながる事業を対象とした助成です。 

非営利活動法人。法人格を有して１年以上の活動実績を有すること。 

１件あたり年額最高１５０万円まで 

日本たばこ産業株式会社 ＣＳＲ推進部 社会貢献室 

Tel：０３-５５７２-４２９０ http://www.jti.co.jp/ 
  
雲南市吉田町で開催される、とれたての新米と美味しいたまごを楽し

む「たまごかけごはん」のためのイベントです。 

雲南市吉田町生涯学習交流館（雲南市吉田町吉田 1082-8） 

全ての「たまごかけごはん」を５００円以内で販売   

 第１０回日本たまごかけごはんシンポジウム実行委員会 

Tel：０８５４-７４-０５００ http://tama-shinpo.jugem.jp/ 

行政の役割や地域政策の在り方、地域との関わり方に関するセミナー。

松江テルサ ４階大会議室（松江市朝日町 478-18） 

無料  １００人（事前申し込みが必要です） 

 島根県地域振興部しまね暮らし推進課 地域づくり支援グループ

河野（こうの） Tel：０８５２-２２-６２３４ 

０才から幼児に最適の作品です！人形劇団京芸のうえだぼんたさんに

よる、おとなも子どもも楽しめる人形劇。 

 松江市市民活動センター ５Ｆ交流ホール（松江市白潟本町43） 

前売り券：おやこ券８００円 子ども券３００円 大人券５００円  ※当日券：各２００円増

 ＮＰＯ法人おやこ劇場松江センター Tel：０８５２-２２-４９３７

http://blog.canpan.info/oyakomatsue/ 
    

 
 

クリーン銀山 ボランティア募集  

１０／２５（土）８：３０～１１：３０   

第１０回エコツーリズム大賞募集 

   １１／１４（金） 
 

災害対策や災害を未然に防ぐために、石見銀山遺跡への入り口の道路
脇の雑木・竹の搬出を行います。 

 大田市大森町内への入口の山側 

 ＮＰＯ法人石見銀山協働会議 事務局 担当：勝部・富田 

 Tel：０８５４-８８-９１２３ http://ginzan-npo.jp/ 

 エコツーリズムの優れた取組を表彰し、広く紹介します。 

エコツーリズムに継続的に取り組んでいる事業者、団体、自治体など 

【表彰】エコツーリズム大賞：１件 エコツーリズム優秀賞：数件 

エコツーリズム特別賞：数件  表彰状（環境大臣賞）及び副賞（大賞

１０万円、優秀賞５万円、特別賞３万円相当の商品券） 

ＮＰＯ法人日本エコツーリズム協会 エコツーリズム大賞審査委員会事務局 

Tel：０３-５４３７-３０８８  http://www.ecotourism.gr.jp/ 
     



  

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ＮＰＯ法人の収益規模 （平成 25 年度 収益規模別 NPO 法人数）】
 平成２５年度に調査した２１９法人の経常収益を

規模別に分類したところ、１００万円未満のＮＰＯ法

人が最も多く４５法人でした。しかし、収益規模は設

定した規模区分に分散しており、様々な収益規模のＮ

ＰＯ法人が混在していることが分かりました。1億円

を超える収益規模のＮＰＯ法人も１８法人あります。

分野では「高齢者」「子ども・青少年」「文化・芸術・

スポーツ」が多くなっています。「高齢者」では介護

保険事業、「文化・芸術・スポーツ」では、行政から

の指定管理者制度による委託事業が多く見受けられ

ます。持続可能な事業展開や組織運営を行うためには

資金は必要不可欠。「資金」といってもＮＰＯ法人に

とっては、会費、寄付金、助成金・補助金、対価性の

事業から得られる事業収益などがあります。企業とは

異なる多様な収入源を、団体の活動分野や活動内容、

団体の規模によって、いかにバランスよく確保し活用

するかがNPOの運営にとって、重要だと言われてい

ます。 

★ 平成２５年度 NPO 法人白書掲載中 ★ 
県内NPOのすがたが見えます。ぜひご覧ください。 
ポータルサイト「だんだん」 ⇒ http://shimane.canpan.info/

■ＮＰＯ法人 事務局セミナー       ■地域づくり戦略セミナー
 ・情報の開示と発信  １１／１２（水）  ２／６（金）浜田・２／７（土）松江 
・雇用手続と給与計算 １１／２６（水） ■地域づくり応援助成金 
・会計と決算     １２／１０（水）  〆切 １２／５（金） 

■ＮＰＯ法人 事務力検定         ■しまね田舎ツーリズム１０周年キャンペーン 
 １２／１７（水）                       ～１１／３０（日）県内全域 

■地域課題解決アカデミー          
１１／４・１１・１８・２５（火）浜田 １１／５・１２・１９・２６（水）松江

■女子的しまね暮らしセミナーｉｎ東京    ■しまねＵ・Ｉターン相談会（大阪） 

１１／１６（日）              ２／１４（土） 

■しまねＵ・Ｉターンフェアｉｎ東京     ■新・農業人フェア（東京） 

  １２／７（日）               １２／２０（土）・２／８（日）  

■しまねＵ・Ｉターン相談会２days！（東京）  ■ＩＴ技術者と島根県ＩＴ企業との交流会 

  １／３０（金）・３１（土）         １／１８（日）大阪・１／２５（日）東京

■みんなで考える強い組織づくり１００社会議   ■リアルアドバンス（学生の“自分”商談会）

１１／１２（水）                ３／７（土） 

■ＳＨＩＭＡＮＥでつながる学生フェスティバル  ■しまね企業ガイダンス       

１２／２６（金）                ３／８（日） 

■年末ジャンボしまね企業博 

  １２／２７（土） 

就職支援 

地域づくり 

ＵＩターン 



 

 

           

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『島根で頑張る人』は県内で活動する人にスポットを当て、考え

方や経験から団体活動に迫るコーナーです。 

スタッフの「学び」も兼ねて取材させていただいています。 

今までの活動 

 平成 18 年から農家民泊「茅

葺の縁」をスタート。民泊体

験中に、郷土料理、豆腐作り

体験も行える。 

ありのままの姿で 
 

 〒697-0034 

浜田市相生町 1391-8 シティパルク浜田 2 階 

石見産業支援センター「いわみぷらっと」内 

TEL (0855)25-1600  FAX (0855)25-1630 

E-mail： iwami@teiju.or.jp 

石見 
事務所 

 

 

 

 

 

 

 

〒690-0003  

松江市朝日町478-18 松江テルサ３階 

TEL (0852)28-0690  FAX (0852) 28-0692 

E-mail： shimane@teiju.or.jp 

 

松江 
事務局 

 

森林教室の様子 

茅葺の縁（かやのえん）  

 森川 學 さん 

 

【Ｈ２６．９．３０現在】 

■県内ＮＰＯ法人数 ２７３ 

（内 認定 NPＯ法人数 ４、仮認定 NPO法人数 ２) 

■新設ＮＰＯ法人数 ０ ■解散ＮＰＯ法人数 ０ （H２６.９月分）  
■しまね社会貢献基金登録団体数 ５２ 

■だんだん認証レベル取得団体数 ４３ （内 レベル２ ２６) 

                           

 

 

 

 

 

 
 （しまね県民活動支援センター） 

右記のお知らせのとおり、書籍『認定ＮＰＯ法人にな

るための運営指南書～国際協力ＮＧＯ編』を入荷しま

した。①認定ＮＰＯ法人の制度②メリット③認定基準

④申請対策⑤認定取得後に行うこと⑥取得を前提と

した設立等について、チェックリスト付きで解説され

ています。当財団事務所にて閲覧、貸出可能ですので

どうぞご利用ください。           （Ｔ）                                                  

 

 

昭和 15 年生まれ、浜田市弥

栄町（旧那賀郡弥栄村）出身。

進学を機に故郷を離れるが平

成 12年、親の介護を機に早期

退職し弥栄町に帰郷。現在、

夫婦で農家民泊「茅葺の縁」

を運営。 

 

新着図書情報 

「認定ＮＰＯ法人になるための運営指南書」 
（関口宏聡・大庭 勇 著 / 特定非営利活動法人シーズ・ 

市民活動を支える制度をつくる会 発行） 

かやぶきの屋根、季節の草花で彩

られた庭。農家民泊「茅葺の縁（か

やのえん）」は妻の純子（すみこ）

さんと始めて 9年目を迎えた。平成

17年からはじまった「しまね田舎ツ

ーリズム」の実践者として「ありの

ままの姿でいること」「過剰な投資

はしない」。この二つが農家民泊を

始めた時から心にとめていることだ。 

親の介護がきっかけで勤め先を

早期退職し農業が盛んな弥栄町へ

帰郷する。久しぶりに帰った町は田

舎から都会地へ子を送り出す親の

姿が多く目に映った。年齢、体力的

に農業は難しいと考える中、都会地

へ出る人が多い地域を何とかした

かった。そんな矢先、交流人口増加

を目指し日々奔走する行政担当者

の熱心さに惹かれ農家民泊を決意

する。スタート時、体験メニューの

少なさに残念さを感じていた。しか

し無理に自分たちで対応せず他の

農家民泊や施設と連携を図ること

で乗り越えてきた。 

 そんな状況から 9年。今では宿泊

体験がきっかけで UIターンする人も 

お知らせ 

認定取得を目指す上で必要となるポイント

を、図表や事例も交え、分かりやすく解説。  

現れ、時々集まっては膝を交えて近

況報告をする間柄となっている。体

験中は自宅のように過ごしてほし

いし都会では感じられない田舎時

間も感じてほしい。お金をかければ

何でも出来るが、かけずに出来るこ

ともある。「自分が幼い頃によく見

た草花や自然で都会の人が何か気

づいてくれれば」と、自ら手間をか

けて民泊の庭の手入れを行ってい

る。飾らない人柄もあり、そんな森

川さんに惹かれたことがきっかけ

で多くの人が弥栄町に UI ターンし

たのではないだろうか。 

いろんな人との出会いや UI ター

ンのきっかけの一つとなったこと

が生きがいとエネルギーの源とな

っている。「もう少し若ければ・・」

と思う時もあるが、県内外の研修会

に参加し実践者同士の交流を図り

ながら日々勉強中。今は地域内の繋

がりがもっと強くなれば良いと感

じている。農家民泊を通して弥栄町

のありのままの姿を発信していき

たい。これからも自分たちのペース

で、しかし体験者に寄り添いながら

受入れを行っていく。      （K） 

 
 【しまね田舎ツーリズムとは】 

主として都市の住民の方々に、農山

漁村の生活体験や、民家等での宿泊を

通じて島根県の自然、風土、歴史、文

化等に触れながら地域の住民との交

流を楽しんでもらう活動です。 
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